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広報みなみたね　2020 年 9 月号　02

Town Topics　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
消
費
が
低
迷
し
て
い
る
精

肉
・
鮮
魚
の
地
域
に
お
け
る
消
費
拡
大

を
喚
起
す
る
た
め
、
お
肉
・
お
魚
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

・ 

令
和
２
年
７
月
30
日
現
在
に
お
い
て

　
本
町
に
居
住
さ
れ
て
い
る
世
帯

◆
支
給
額

・ 

１
世
帯
当
た
り
１
万
円
（
お
肉
券
３

　
千
円
、
お
魚
券
３
千
円
、
お
肉
・
お

　
魚
共
通
券
４
千
円
）

◆
支
給
方
法

・ 

世
帯
主
へ
郵
送

◆
利
用
期
間

・ 

９
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

◆
利
用
方
法

・ 

指
定
取
扱
店
に
お
い
て
、
ク
ー
ポ
ン

　
券
に
利
用
者
の
名
前
を
記
載
し
て
利
用

◆
そ
の
他

・ 

ク
ー
ポ
ン
券
は
譲
渡
、
転
売
、
換
金

　

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
券
面
額
に

　

利
用
対
価
が
満
た
な
い
場
合
、
お
釣

　
り
は
出
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
企
画
課　
観
光
経
済
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
と
収
束
が
反
復
す
る
中
で
、
医

療
機
関
な
ど
や
介
護
機
関
で
働
く
方
に

対
し
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象

・ 

令
和
２
年
８
月
１
日
現
在
で
医
療
機

　

関
な
ど
や
介
護
機
関
に
在
職
し
、
週

　

20
時
間
以
上
勤
務
し
て
い
る
次
の
い

　
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
１
）
町
内
の
医
療
機
関
な
ど
や
介
護

　
機
関
に
在
職
す
る
方

（
２
）
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

　

れ
て
い
る
方
で
、
町
外
の
医
療
機
関

　
な
ど
や
介
護
機
関
に
在
職
す
る
方

◆
支
給
額

・ 

１
人
当
た
り
５
万
円

◆
申
請
方
法

・ 

町
内
の
医
療
機
関
な
ど
や
介
護
機
関

　

に
在
職
し
て
い
る
方
は
、
各
機
関
の

　
代
表
者
が
ま
と
め
て
申
請

・ 

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

　

い
る
方
で
、
町
外
の
医
療
機
関
な
ど

　

や
介
護
機
関
に
在
職
す
る
方
は
、
直

　
接
役
場
に
申
請

◆
申
請
受
付
期
間

・ 

医
療
機
関
な
ど
に
在
職
す
る
方

　
９
月
15
日
（
火
）
ま
で

・ 

介
護
機
関
に
在
職
す
る
方

　
９
月
25
日
（
金
）
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

・
役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

・
役
場
保
健
福
祉
課　
介
護
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
９
）

　

国
の
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
、
今
年
度
末
ま
で
に

出
生
し
た
新
生
児
に
対
し
、
新
生
児
特

別
定
額
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

・ 

令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和
３
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
新
生
児

◆
支
給
額

・ 

１
人
当
た
り
10
万
円

◆
申
請
方
法

・ 

出
生
手
続
き
の
際
に
申
請
書
に
記
載

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
企
画
課　
政
策
推
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

　

県
内
の
学
校
な
ど
が
町
内
の
宿
泊
施

設
に
宿
泊
し
、
町
内
を
見
学
す
る
修
学

旅
行
の
企
画
事
業
者
（
旅
行
代
理
店
な

ど
）
に
対
し
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象

・ 

学
校
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
修
学
旅

　

行
に
お
い
て
、
町
内
の
宿
泊
施
設
に

　

１
泊
以
上
宿
泊
し
、
町
内
の
見
学
箇

　
所
を
３
カ
所
以
上
見
学
す
る
こ
と

◆
助
成
対
象
者

・ 

旅
行
業
者

◆
助
成
額

南
種
子
町
宇
宙
の
ま
ち
お
肉
・

お
魚
消
費
拡
大
ク
ー
ポ
ン
券

支
給
事
業

南
種
子
町
新
生
児
特
別
定
額

給
付
金
支
給
事
業

南
種
子
町
修
学
旅
行
誘
致
促

進
事
業

南
種
子
町
医
療
従
事
者
・
介

護
従
事
者
慰
労
金
支
給
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業    

第
２
弾
！

第
２
弾
！



03　広報みなみたね　2020 年 9 月号

行政トピックス
・ 
１
泊
５
千
円
×
人
数
（
引
率
教
員
含

　
む
。）
お
よ
び
交
通
費
の
半
額

※
上
限
50
万
円
／
団
体

◆
実
施
期
間

・ 

７
月
30
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日

　
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
企
画
課　
観
光
経
済
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

　

本
町
で
合
宿
を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
団
体

な
ど
に
対
し
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象

・ 

町
内
の
宿
泊
施
設
に
１
泊
以
上
宿
泊

　

し
、
技
術
な
ど
の
向
上
を
目
的
と
す

　
る
合
宿
を
行
う
県
内
の
団
体

◆
助
成
額

・ 

宿
泊
費
の
２
分
の
１
（
監
督
、
コ
ー

　

チ
な
ど
の
指
導
者
を
含
み
、
１
人
当

　

た
り
１
泊
５
千
円
お
よ
び
５
泊
を
上

　
限
と
す
る
。）

◆
実
施
期
間

・ 

７
月
30
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日

　
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

南
種
子
町
合
宿
誘
致
促
進
事

業

◆
実
施
期
間

・ 

10
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
１
月
31
日

ま
で

◆
助
成
額

・ 

全
て
地
元
食
材
を
活
用
し
提
供
し
た

　
夕
食
代
と
し
て
１
人
８
千
円
を
上
限

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
企
画
課　
観
光
経
済
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

　

町
宇
宙
留
学
制
度
を
利
用
す
る
方
が

島
外
か
ら
来
町
す
る
際
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
な
ど
実
施
に
係
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象

・ 
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ま
た
は
抗
体
検
査
に
係

　

る
い
ず
れ
か
の
費
用
（
検
査
に
係
る

　
証
明
書
代
を
含
む
）

◆
補
助
額

・ 

１
人
１
回
当
た
り
上
限
額
５
万
円（
対

　

象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
、
千
円
未

　
満
切
り
捨
て
）

◆
対
象
者

・ 

里
親
留
学
生
（
予
定
者
も
含
む
）

・
家
族
留
学
生
お
よ
び
町
内
に
住
所
を

　
有
す
る
家
族
（
予
定
者
も
含
む
）

・
親
戚
留
学
生
（
予
定
者
も
含
む
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
教
育
委
員
会
管
理
課　
学
校
教
育
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　
災
害
・
感
染
症
対
策
備
品
等
備

　
蓄
倉
庫
設
置
事
業

　
避
難
所
等
感
染
症
対
策
ト
イ
レ

　
改
修
事
業

　
学
校
か
ら
の
遠
隔
学
習
機
能
強

　
化
事
業

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
換
気
設
備

　
整
備
事
業

　
会
議
等
感
染
予
防
対
策
事
業

南
種
子
町
宇
宙
留
学
制
度
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
事
業

◉
そ
の
他
の
事
業
（
名
称
の
み
）

　
役
場
社
会
教
育
課　
社
会
教
育
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

　
宇
宙
の
ま
ち
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ

　
開
発
事
業

　
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
購
入

　
事
業

　
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

　
避
難
所
感
染
防
止
対
策
備
品
整

　
備
事
業

　
公
衆
浴
場
衛
生
面
対
策
事
業

　
保
育
園
環
境
整
備
事
業

　
感
染
予
防
対
策
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業    

第
３
弾
！

第
３
弾
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
観
光
客
数
が
落
ち
込
む
な
か
、
町

と
宿
泊
業
が
一
体
と
な
っ
て
本
町
の
観

光
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
業
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
宿
泊
者
に
対
し
て
全

て
地
元
食
材
を
活
用
し
た
料
理
を
提
供

す
る
こ
と
に
対
し
、
そ
の
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

◆
助
成
事
業
者

・ 

事
業
に
登
録
し
た
町
内
の
宿
泊
業
者

南
種
子
町
地
域
食
材
Ｐ
Ｒ
事

業

◉
そ
の
他
の
事
業
（
名
称
の
み
）
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Town Topics
◆
１
０
２
歳

笹
川
　
ハ
ツ
ミ

葊
濱
　
ミ
ド
リ

◆
１
０
１
歳

德
永
　
ト
ヨ

上
妻
　
正
德

◆
１
０
０
歳

峯
山
　
信
子

◆
99
歳

小
薗
　
ヱ
ツ

向
井
　
フ
ク

原
田
　
ツ
ギ

有
留
　
チ
マ

◆
98
歳

坂
元
　
け
ん

臼
元
　
ハ
ル

小
𦚰
　
ハ
ツ
ヱ

大
𦚰
　
績

石
堂
　
　
興

河
野
　
シ
ヅ
ヱ

◆
97
歳

稗
畠
　
ヤ
ヨ
イ

浦
口
　
美
則

山
下
　
秋
哉

酒
勺
　
喜
枝

東
　
ア
キ

立
石
　
治
彦

柳
田
　
チ
エ

砂
坂
　
ア
サ

◆
96
歳

崎
田
　
サ
ワ
ヘ

羽
生
　
ヱ
ミ

上
妻
　
シ
ヅ
ヱ

有
馬
　
泰
子

日
髙
　
サ
チ
ヱ

西
田
　
ツ
ル

森
越
　
フ
ク
ヱ

池
亀
　
ヨ
シ

浦
口
　
克
郎

◆
95
歳

楫
田
　
ヲ
リ
子

𠮷
永
　
キ
ヨ

上
妻
　
ア
イ
子

峰
山
　
チ
フ
子

丸
塚
　
ト
シ
ヱ

元
川
　
チ
ヱ
子

浮
田
　
シ
マ

寺
内
　
靜

砂
川
　
サ
ツ
キ

◆
94
歳

河
野
　
京
子

古
市
　
美
江
子

大
川
　
清
藏

小
𦚰
　
忠
男

園
田
　
友
則

河
口
　
ナ
ミ

中
峯
　
ア
ヤ
子

木
原
　
フ
ジ
子

立
石
　
ノ
リ
子

古
市
　
妙
子

日
髙
　
寅
夫

向
江
　
ミ
チ
エ

砂
坂
　
ハ
ル

砂
坂
　
フ
サ
ヱ

久
保
田
　
孝
男

日
髙
　
キ
テ

外
園
　
イ
ヨ

下
茂
　
ノ
ブ

大
平
　
ハ
ツ
ヱ

窪
川
　
チ
ヱ

長
田
　
シ
ゲ
子

稲
子
　
雪
子

◆
93
歳

　
田
　
君
子

鮫
島
　
康
信

向
井
　
タ
ズ
子

永
濵
　
清
信

村
田
　
豊

長
田
　
俊
信

鮫
島
　
イ
ク

立
石
　
靜
子

田
添
　
ハ
ツ
ヱ

都
　
貴
美
夫

德
瀨
　
浩
子

原
田
　
シ
ヅ
ヱ

髙
田
　
ハ
ル

鮫
島
　
ミ
ド
リ

積
　
チ
リ
子

山
田
　
照
夫

夏
田
　
ソ
ヱ

中
村
　
芳
子

前
村
　
フ
サ
エ

長
田
　
ヌ
イ
コ

日
髙
　
ト
メ

上
妻
　
汀

◆
92
歳

鮫
島
　
宗
光

新
藏
　
セ
キ

小
田
　
政
好

立
石
　
光
義

岩
坪
　
キ
サ

岩
坪
　
シ
ヅ
エ

寺
田
　
悟

立
石
　
オ
イ
チ

古
田
　
ミ
チ

山
崎
　
登

山
田
　
ハ
ル
子

古
川
　
ミ
ツ

峰
山
　
ミ
オ

小
山
　
キ
ヨ

山
田
　
ス
マ

冨
永
　

中
峰
　
美
奈

茅
　
　
安
雄

船
川
　
惠
津
子

西
園
　
善
太

西
村
　
五
月
江

上
妻
　
德
子

小
山
　
チ
エ
子

寺
内
　
辰
男

上
村
　
ヤ
ヱ

坂
口
　
秀
夫

佐
山
　
妙
子

◆
91
歳

小
𦚰
　
秀
雄

元
川
　
泰
治

長
友
　
キ
ヌ
子

小
𦚰
　
留
次
郎

向
井
　
愛
子

上
妻
　
フ
サ
ヱ

永
松
　
イ
ツ
キ

中
川
　
ユ
ミ

雨
田
　
和
子

稲
川
　
正
己

宮
𦚰
　
優
子

白
川
　
美
惠

砂
坂
　
浩
子

濵
上
　
エ
ミ
子

葊
田
　
タ
キ

中
川
　
俊
英

池
亀
　
次
善

葊
濱
　
シ
ズ
ヱ

今
谷
　
忠
孝

濱
田
　
敏
幸

小
山
　
サ
エ
子

髙
田
　
忠
義

松
﨑
　
末
男

鮫
島
　
正
孝

鮫
島
　
喜
代
子

梶
原
　
純
子

夏
田
　
照

中
峯
　
キ
サ

元
川
　
衟
子

小
川
　
敏
男

寺
田
　
ナ
ミ
子

古
市
　
リ
ツ

草
水
　
ミ
チ

外
園
　
シ
ズ
子

立
石
　
千
枝
子

坂
口
　
ミ
ヨ

◆
90
歳

岩
坪
　
徹

福
　
昌
子

松
﨑
　
ミ
サ
子

長
田
　
明

髙
田
　
カ
オ
ル

日
髙
　
キ
ク
ヱ

原
田
　
薫

荒
木
　
光
明

永
吉
　
ト
メ

田
中
　
眞
澄

牛
野
　
ナ
ガ

長
田
　
ワ
カ
エ

島
﨑
　
安
彦

小
田
　
一
雄

松
下
　
正
稔

辻
　
充
子

古
市
　
ト
ミ
子

水
流
　
清

立
石
　
豊
市

水
流
　
哲
子

古
市
　
安
子

中
野
　
精
純

中
村
　
矩
衟

柳
田
　
安
信

大
𦚰
　
イ
ツ

鮫
島
　
エ
ミ
子

迫
田
　
時
信

大
嵐
　
イ
ヅ

二
宮
　
ト
ミ
子

砂
坂
　
フ
ジ
ヱ

斉
藤
　
貞
夫

島
元
　
秀
二
郎

茅
　
　
妙
香

𦚰
門
　
テ
ツ

今
村
　
三
郎

長
田
　
ト
ミ
子

黒
木
　
ス
ヱ

佐
藤
　
勇

立
石
　
國
子

中
島
　
智
里
子

河
野
　
カ
チ
子

大
﨑
　
フ
ミ
子

野
久
保
　
ミ
チ
子

河
東
　
勲

長
田
　
イ
ヅ
ヱ

奥
間
　
幸
子

小
川
　
ミ
ヱ
子

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す

　
９
月
21
日
（
毎
年
９
月
第
３
月
曜
日
）

は
、
こ
れ
ま
で
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら

れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ま
の
長
寿
を
祝
う

「
敬
老
の
日
」
で
す
。

　

町
で
は
、
節
目
に
当
た
る
80
歳
・
85

歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
以
上
の

方
に
敬
老
金
を
支
給
し
、
長
寿
を
お
祝

い
し
て
い
ま
す
。

　

ご
長
寿
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
喜

び
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

※
年
齢
は
令
和
２
年
９
月
30
日
を
基

準
。
令
和
２
年
８
月
21
日
現
在
。

町
内
の
高
齢
者
（
90
歳
以
上
）

の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）
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皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、

安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

　
町
で
は
、
税
の
公
平
性
を
図
り
、
税
収

を
確
保
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
収
納
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
納
期
内
納
税
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
現
年
度
分
収
納
率

●
町
税

【
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
】

　
98
・
24
％
（
前
年
比
０
・
68
％
減
）

●
国
民
健
康
保
険
税

　
96
・
17
％
（
前
年
比
０
・
79
％
増
）

◆
過
年
度
分
収
納
率

●
町
税

【
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
】

　
16
・
78
％
（
前
年
比
６
・
26
％
増
）

●
国
民
健
康
保
険
税

　
14
・
24
％
（
前
年
比
４
・
46
％
増
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
収
納
管
理
・
保
険
税
係

　
☎
㉖
１
１
１
１（
内
線
１
５
５・１
５
６
）

【単位：％】
区分

地区・集落名

町税収納率 国保税収納率 区分

地区・集落名

町税収納率 国保税収納率
元年度 30 年度 元年度 30 年度 元年度 30 年度 元年度 30 年度

 平　山 94.6 98.3 94.2 95.2 管 造 牧 100.0 100.0 100.0 100.0
浜 田 99.8 99.9 98.0 98.3 上 瀬 田 84.5 85.3 94.6 100.0
仲 之 町 100.0 98.5 100.0 99.5 野 大 野 100.0 98.4 100.0 100.0
西 之 町 83.0 95.9 84.8 79.2  西　海 99.5 98.8 96.6 98.3
広 田 93.9 97.8 91.0 100.0 下 立 石 100.0 100.0 100.0 100.0

 茎　永 97.0 97.6 96.6 96.0 上 立 石 98.4 96.0 99.5 90.2
上 里 100.0 100.0 100.0 100.0 大 川 100.0 100.0 100.0 100.0
新 上 里 100.0 100.0 100.0 80.8 牛 野 99.5 99.3 89.1 100.0
管 原 99.1 100.0 100.0 100.0  島　間 96.0 98.0 95.4 96.0
雨 田 100.0 100.0 100.0 100.0 田 尾 100.0 99.7 100.0 99.4
中 部 96.0 93.7 100.0 90.1 仲 之 町 96.3 97.9 93.4 95.3
仲 之 町 98.3 99.4 99.1 97.9 向 方 82.5 98.4 93.8 96.0
宇 都 浦 100.0 100.0 100.0 100.0 大 久 保 98.0 94.6 90.7 88.3
松 原 95.8 95.7 92.2 91.1 小 平 山 99.5 99.2 97.2 98.2
阿多惜経 85.8 91.1 85.8 93.4  長　谷 93.3 96.1 94.5 91.9
竹 崎 100.0 99.6 100.0 100.0 新 長 谷 92.7 95.9 87.6 90.8

 下　中 98.2 96.7 97.6 96.6 赤 石 97.1 98.4 93.5 95.5
夏 田 85.3 78.6 81.7 75.4 第一長谷 100.0 100.0 85.5 92.8
郡 原 100.0 100.0 100.0 100.0 長 谷 野 85.2 90.9 97.7 95.7

里 99.5 97.7 100.0 98.9 有 尾 97.8 96.6 98.9 70.3
山 神 100.0 96.4 99.8 100.0 摺 久 保 94.0 99.3 94.9 98.7
真 所 100.0 98.8 97.9 91.9  上　中 96.6 96.5 96.2 94.9

 西　之 98.6 98.4 98.0 97.2 大 宇 都 91.0 93.9 93.8 94.1
田 代 100.0 100.0 100.0 100.0 上 之 平 97.7 98.3 91.7 93.0
本 村 99.6 93.7 99.8 92.2 本 町 96.9 93.6 99.2 93.2
平 野 99.1 100.0 96.2 97.0 共 栄 97.8 95.0 100.0 97.6
崎 原 100.0 99.5 100.0 98.2 上 野 96.0 98.3 88.8 97.2
下 西 目 99.1 95.2 100.0 94.0 仲 西 99.2 97.5 97.9 95.4
前 之 原 100.0 100.0 100.0 100.0 西 之 町 99.4 99.3 97.9 90.1
小 田 95.0 100.0 100.0 100.0 焼  野 99.3 99.4 97.7 99.4
木 原 99.8 97.7 88.6 95.9 山 崎 94.8 98.4 99.5 95.8
野 尻 97.6 99.6 96.4 97.2 新 栄 町 99.6 98.4 100.0 99.3
砂 坂 97.0 98.3 97.6 95.2 河 内 100.0 100.0 100.0 74.0

令和元年度 現年度分 地区・集落別収納率

町
税
等
の
収
納
状
況
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７
月
22
日
（
水
）、
中
平
小
学
校
に
お

い
て
町
小
学
校
水
泳
記
録
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
風
も
穏
や
か
で
良
い
天
候

と
な
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
保
護
者
な
ど
の
応
援
が
な
い
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
最
後
ま
で

精
一
杯
泳
ぎ
ま
し
た
。

　

主
な
大
会
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

（
１
位
の
み
掲
載
、
敬
称
略
）

■ 25 ｍ自由形
●５男　田中　詩音　　（中平小）　　 23 秒 30
●５女　川内田　絆愛　（中平小）　　 20 秒 34
●６男　渡辺　隼人　　（大川小）　　 21 秒 17
●６女　坂口　愛依莉　（中平小）　　 20 秒 89
■ 50 ｍ自由形
●５男　大下　洋歩　　（中平小）　　 52 秒 14
●５女　小柴　千知　　（西野小）　　 51 秒 88
●６男　鮫島　優磨　　（西野小）　　 40 秒 73
●６女　砂坂　悠愛　　（中平小）　　 49 秒 84
■ 100 ｍ自由形
●５男　深澤　瑠希　　（長谷小）2 分 16 秒 77
●６男　宮崎　節　　　（平山小）1 分 45 秒 64
■ 25 ｍ平泳ぎ
●５男　曽我　将士　　（長谷小）　　 42 秒 83
●５女　伊藤　くくな　（中平小）　　 40 秒 09
●６男　柳田　陽希　　（島間小）　　 31 秒 41
●６女　橋口　咲菜　　（島間小）　　 35 秒 15
■ 50 ｍ平泳ぎ
●５女　井上　瑛茉　　（大川小）1 分 05 秒 94
●６女　永松　けい　　（中平小）1 分 03 秒 12

■ 100 ｍ平泳ぎ
●６男　四反田　善汰　（花峰小）2 分 05 秒 32
■ 5・6 年男子 100 ｍ個人メドレー
●重松　悠太　　（花峰小）　　　 2 分 15 秒 15
■ 5・6 年女子 100 ｍ個人メドレー
●小柴　千知　　（西野小）　　 　2 分 16 秒 42
■ 5・6 年男子共通 100 ｍリレー
●西野小学校　　　　　　　　 　1 分 32 秒 63
■ 5・6 年女子共通 100 ｍリレー
●中平小学校　　　　　　　　　 1 分 42 秒 97
■ 5・6 年男女混合共通 100 ｍリレー
●茎南小学校　　　　　　　　 　1 分 34 秒 05
■ 5・6 年男女混合共通 200 ｍリレー
●島間小学校　　　　　　　　 　3 分 49 秒 66
■ 5・6 年男女混合 200 ｍメドレーリレー
●中平小学校　　　　　　　　 　4 分 45 秒 71

※タイムの青色は、新記録

町
小
学
校
水
泳
記
録
会
の
大
会
結
果
に
つ
い
て

5 女 25m 自由形で5 女 25m 自由形で新記録新記録のの
川内田　絆愛さん　（中平小）川内田　絆愛さん　（中平小）

選手宣誓をする選手宣誓をする
太田  真子さん（茎南小 6 年）太田  真子さん（茎南小 6 年）
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◆
国
勢
調
査
と
は

　

国
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
、

統
計
法
に
基
づ
い
て
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
調
査
の
対
象
は

　

令
和
２
年
10
月
１
日
現
在
、
南
種

子
町
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
（
外
国
人
を
含
む
）
や
世
帯

※
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
は
、

①
す
で
に
３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

②
10
月
１
日
の
前
後
を
通
じ
て
３
カ

月
以
上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人

◆
調
査
の
回
答
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
か
、
紙

の
調
査
票
を
郵
送
ま
た
は
調
査
員
に

渡
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
行
え
ま
す
。

回
答
は
ぜ
ひ
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

◆
９
月
中
旬
か
ら

　

調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
を
訪
問

し
て
、
調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。

ご
自
宅
に
書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、

忘
れ
ず
に
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
の
流
れ

◆
「
か
た
り
調
査
」
に
ご
注
意
を
‼

　

国
勢
調
査
員
は
、「
調
査
員
証
」
や

「
腕
章
」
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
。
不

審
な
訪
問
者
や
電
話
メ
ー
ル
な
ど
に

は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
７
２
）

令
和
２
年
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

回  

答  
完  
了

紙の調査票を郵送で提出
または

調査員へ提出

インターネット回答
（パソコン・スマホ・タブレット） 調

査
書
類
の
配
布

インターネット回答または紙の調査票でご回答いただけます。
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町
広
報
紙
７
月
号
「
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ

エ
の
紹
介
」、
同
８
月
号
「
防
除
対
策
に

つ
い
て
」
に
続
き
今
月
号
で
は
、
防
除

対
策
と
そ
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
７
月
７
日
（
火
）
に
町
内
に
お
い
て
、

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
飛
来
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
門

司
防
疫
所
を
中
心
に
①
誘
引
ト
ラ
ッ
プ

増
設
に
よ
る
飛
来
確
認
の
強
化
②
テ
ッ

ク
ス
板
（
誘
殺
板
）
に
よ
る
誘
殺
強
化

③
寄
主
果
実
採
取
に
よ
る
発
生
確
認
調

査
の
３
本
柱
で
防
除
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

７
月
８
日
（
水
）
か
ら
17
日
（
金
）

に
か
け
て
町
内
１
５
０
０
カ
所
に
テ
ッ

ク
ス
板
の
設
置
を
行
い
、７
月
13
日（
月
）

か
ら
８
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
行
っ
た

誘
引
ト
ラ
ッ
プ
調
査
で
は
、
新
た
な
飛

来
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

７
月
11
日
（
土
）
に
採
取
し
た
寄
主

果
実
１
１
７
０
果
は
７
月
16
日（
木
）に
、

７
月
27
日
（
月
）
に
採
取
し
た
寄
主
果

実
１
１
６
４
果
は
８
月
３
日
（
月
）
に

門
司
防
疫
所
が
切
開
調
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
寄
生
は
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

寄
主
果
実
の
採
取
に
あ
た
り
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
に
お
い
て
は
新
た
な
飛

来
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
７

月
16
日
（
木
）
に
中
種
子
町
で
、
７
月

30
日
（
木
）
に
は
西
之
表
市
で
飛
来
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
飛
来
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
対
策
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
テ
ッ
ク
ス
板
や
誘
殺
ト
ラ
ッ

プ
は
安
全
に
配
慮
し
て
設
置
し
て
お
り

ま
す
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
殺
虫
剤
を
使

用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
む
や
み
に
触

れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

特
殊
害
虫「
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
」防
除
対
策
状
況
に
つ
い
て
！

　

県
で
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
ウ

ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
「
鹿
児
島
県
ウ

ミ
ガ
メ
保
護
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て

お
り
、
県
内
全
域
の
海
岸
（
海
域
を

除
く
）
で
、
許
可
無
く
ウ
ミ
ガ
メ
を

捕
獲
し
た
り
、
卵
を
採
取
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
２
人
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護

監
視
員
を
配
置
し
て
お
り
、
今
年
も

前
之
浜
海
岸
一
帯
と
竹
崎
・
松
原
海

岸
一
帯
を
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
期

間
に
監
視
を
行
い
ま
し
た
。

　

監
視
の
結
果
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が

１
０
３
頭
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
３
頭

上
陸
（
昨
年
比
10
頭
の
増
）
し
、
う

ち
89
頭
の
産
卵
（
昨
年
比
８
頭
の
増
）

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
産
卵

し
た
卵
の
う
ち
１
９
０
９
個
を
波
の

来
な
い
安
全
な
場
所
へ
移
設
し
保
護

し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
ウ
ミ
ガ
メ
の

保
護
監
視
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

海
岸
で
の
花
火
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
車
の
乗
り
入
れ
な
ど
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
や
ふ
化
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
行
為
は
行
わ
な
い
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
７
２
）

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
結
果

安心して海に帰れるよう
ご協力をお願いします。
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行政トピックス

　町といたしましては、報道機関に「5 月 13
日臨時会に提案する南種子町新型コロナ対策
支援事業の主な内容」として報道発表してお
りましたが、報道者側による 5 月 13 日臨時会
提案の記載がありませんでしたので、先般議
会からの決議文を付して提案日も記載いただ
くよう報道機関に要請をいたしました。

町政の重要事項はこれからも積極的に情報発信します町政の重要事項はこれからも積極的に情報発信します

　議会第３回臨時会に提案された議案内
容が、議会議決前に新聞報道されました。
この報道内容には、まだ議会審議前の内
容である趣旨の記載がありませんでした。

　5 月 13 日の臨時会も含め、これまでも議会
運営委員会決議文のとおり対応してきており
ますが、引き続きそのように報道発表をして
参ります。

　町広報紙７月号掲載の記事内容については、
不適切な内容がインターネット上に書き込み
があり、この書き込みに対して、多くの町民
や出郷者の方などからご心配頂き、ご意見が
ありましたのでお知らせをしたものです。今
後も引き続き、決議文要請のとおりこれまで
同様対応して参ります。
　あわせて、町政の重要事項については、鹿
児島県をはじめ他の自治体同様、全国議長会
の指導もふまえ住民に積極的に情報発信でき
るよう努めて参りますので、皆さまのご理解
をお願いいたします。

　町議会としては、町長に対して「議会
提案の議案未決事項について報道される
場合は次期議会へ議案付議する予定であ
る旨等を盛り込む配慮をすべきである。」
旨の議会運営委員会での決議文を町議会
議長名文書で町長宛に令和 2 年 6 月 10 日
付けで要請しました。

　町広報紙７月号掲載の記事内容につい
て、住民の方々から問い合わせをいただ
いておりますが、議会として前記「決議
文」のとおり、住民の誤解を招かないよ
う町執行部に対して要請を行っているも
のですのでご理解をお願いいたします。

みなみたね「議会だより」第 170 号
（令和 2 年 7 月 31 日発行）

「議会の運営について」の主な掲載事項（9）
町 の 取 り 組 み と 方 針



宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　

８
月
５
日
（
水
）、
あ
お
ぞ
ら
保
育

園
で
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
町
の
ロ
ケ
ッ
ト
祭
が

中
止
に
な
っ
た
た
め
、
園
独
自
で
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
祭
り
で
は
、
始
め
に
小
脇
隆
則
副
町

長
と
一
緒
に
ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
屋
台
屋
さ
ん
ご
っ
こ
で
は
年
長

児
が
店
員
と
な
り
、
大
き
な
声
で
年
下

の
園
児
を
呼
び
込
み
、
年
少
児
の
子
ど

も
た
ち
は
、
手
作
り
の
エ
コ
バ
ッ
ク
を

片
手
に
、
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、年
長
児
が
手
作
り
し
た「
あ

お
く
じ
ら
の
み
こ
し
」
を
元
気
よ
く
担

ぎ
、
最
後
は
全
員
で
輪
に
な
っ
て
ロ

ケ
ッ
ト
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。

　
太
陽
が
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る
暑

い
日
で
し
た
が
、
暑
さ
に
負
け
な
い
ぐ

ら
い
の
子
ど
も
達
の
歓
声
が
響
き
わ
た

り
、
祭
り
を
充
分
に
楽
し
ん
だ
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

あ
お
ぞ
ら
保
育
園

夏
祭
り

YouTubeYouTube
種子島みなみたねチャンネル種子島みなみたねチャンネル

「「なつまつりなつまつり」」
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　８月 12 日（水）、高速船が入出港する鹿児島
南埠頭（鹿児島市）の待合所内に、Ｈ－ⅡＡロ
ケットの模型（1/40）および種子島観光案内版
を設置しました。この模型は、種子島の観光促
進に繋げて欲しいとＪＡＸＡから南種子町宇宙
開発推進協力会に寄贈されたもので、種子島宇
宙開発促進協議会と共同で設置したものです。
　８月 20 日（木）には、種子屋久高速船株式
会社の市丸隆二郎社長と森克俊副社長が出席
し、記念のセレモニーが南埠頭で開催されました。

南埠頭にロケット模型設置南埠頭にロケット模型設置

　８月６日（木）、町長室において新規認定農
業者認定式が行われました。
　認定を受けたのは、株式会社リーフ古市（古
市道則代表取締役）で、ヒサカキやシキミなど
をメインに経営しており、小園裕康町長より認
定書が授与されました。
　認定式では、法人化することになった経緯な
ど今後の経営について抱負が述べられた後、石
堂かよ子農業委員会会長より励ましの言葉が贈
られました。

新規認定農業者認定式新規認定農業者認定式

　８月 17 日（月）に、前之浜海岸において西
野小学校児童による、ウミガメの放流会があり
ました。
　この日、ウミガメ保護監視員の本東孝治さん

（下中）によるウミガメに関するクイズや、砂
浜にうつ伏せになってウミガメの産卵を模擬体
験したり、命の大切さを学習しました。
　最後に、16 日（日）にふ化したばかりの 50
匹の赤ちゃんウミガメを放流し、とても貴重な
ひとときを過ごしました。

ウミガメ放流会ウミガメ放流会

　８月６日（木）に、南種子町および町社会福
祉協議会による、無縁墓地の盂蘭盆供養を行い
ました。
　この行事は毎年行われているもので、この日
は、風も穏やかでとても良い天気となり、小園
裕康町長をはじめ、日髙友典町社会福祉協議会
会長、寺田榮一郎社会福祉協議会副会長、保健
福祉課長、町社会福祉協議会職員などが参列し
て、ご冥福をお祈りいたしました。

無縁墓地の無縁墓地の盂盂
う ら ぼ んう ら ぼ ん

蘭盆蘭盆供養供養

市丸隆二郎社長【写真中央】、森克俊副社長【写真中央左】市丸隆二郎社長【写真中央】、森克俊副社長【写真中央左】
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InformationInformation
農
業
者
休
養
施
設
『
は

ま
だ
の
湯
』
か
ら
お
知

ら
せ

　

平
山
地
区
浜
田
に
あ
る

農
業
者
休
養
施
設
「
は
ま

だ
の
湯
」
の
電
話
番
号
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◆
新
し
い
電
話
番
号

　
☎
２
８
‒
３
３
３
４

法
定
調
書
の
提
出
は

ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
で

　

給
料
、
報
酬
、
不
動
産

の
使
用
料
な
ど
を
支
払
っ

た
場
合
に
は
、
支
払
先
の

住
所
、
氏
名
、
支
払
金
額

な
ど
を
記
載
し
た
源
泉
徴

収
票
や
支
払
調
書
な
ど
（
総

称
し
て
「
法
定
調
書
」
と

い
い
ま
す
。）
を
税
務
署
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
法
定
調
書
は
、

①
「
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‒
Ｔ
ａ

ｘ
）」、
②
光
デ
ィ
ス
ク
な

ど
（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
）

を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
１
月

１
日
以
降
に
提
出
す
べ
き

法
定
調
書
に
つ
い
て
、
そ

の
種
類
ご
と
に
、
前
々

年
（
令
和
元
年
）
に
提
出

す
べ
き
で
あ
っ
た
当
該
調

書
枚
数
が
１
０
０
枚
以
上

で
あ
る
調
書
に
つ
い
て
は
、

ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ま
た
は
光

デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
よ
る
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

提
出
に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎
㉒

０
４
４
０
※
自
動
音
声
案
内

に
従
い
「
２
」
を
選
択

自
殺
予
防
週
間
に
係
る

普
及
啓
発
の
協
力
に
つ

い
て

　
９
月
10
日
（
木
）
か
ら
９

月
16
日
（
水
）
の
１
週
間
は

｢

自
殺
予
防
週
間｣

と
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
県
内

で
、
こ
の
期
間
に
啓
発
活

動
を
広
く
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　

最
新
の
人
口
動
態
統
計

（
平
成
30
年
）
に
よ
る
と
、

平
成
30
年
の
自
殺
者
数
は

全
国
で
は
約
２
万
人
、
本
県

に
お
い
て
も
約
２
６
０
人

も
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ

て
い
ま
す
。

　

自
殺
の
原
因
は
複
雑
で
、

そ
の
背
景
に
は
、
こ
こ
ろ

や
体
の
健
康
問
題
、
経
済･

生
活
問
題
、
家
庭
問
題
の

ほ
か
、
人
生
観･

価
値
観

や
地
域･

職
場
環
境
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
配
慮
の
上
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
各

種
相
談
支
援
及
び
普
及
啓

発
へ
の
積
極
的
な
取
組
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
＝
県
庁
障
害
福
祉
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２

７
５
４

　

県
で
は
、｢

光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
注
意
報｣

や｢

Ｐ
Ｍ
２・
５
注
意
情
報｣

を

発
表
し
た
際
に
、
あ
ら
か

じ
め
登
録
さ
れ
た
方
に

メ
ー
ル
配
信
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
配
信
を
ご
希
望

の
方
は
、
次
の
手
順
に
沿
っ

て
登
録
く
だ
さ
い
。

①｢

か
ご
し
ま
モ
バ
イ
ル

県
庁｣

検
索

②｢

大
気
環
境
情
報
（
Ｐ

Ｍ
２・５
な
ど
）｣

を
選
択

③｢

鹿
児
島
県
の
大
気
環

境
状
況
（
外
部
サ
イ
ト
へ

リ
ン
ク
）｣

を
選
択

④｢
４
・
メ
ー
ル
配
信
登

録
（
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
）｣

ま
た
は｢

５
・
メ
ー

ル
配
信
登
録
（
Ｐ
Ｍ
２・５
）

｣

を
選
択

⑤
必
要
事
項
を
入
力
し
て

｢

配
信
登
録･

変
更｣

を
選

択⑥｢

登
録
完
了
メ
ー
ル｣

が
届
い
た
ら
登
録
完
了

※
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
機
能

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

登
録
前
に
、｢

ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
・

ｃ
ｏ
ｍ｣

ド
メ
イ
ン
か
ら

の
メ
ー
ル
が
受
信
で
き
る

よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
＝
県
庁
環
境
保
全
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２

６
２
７

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す

　

公
益
財
団
法
人
人
権
教

育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
悩

み
を
お
受
け
す
る
フ
リ
ー

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
注
意
報
お
よ
び
Ｐ

Ｍ
２
・
５
注
意
情
報
の

メ
ー
ル
配
信
登
録
に
つ

い
て
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情報ひろば
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
。

　

嫌
が
ら
せ
、
差
別
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の

ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

◆
相
談
専
用
電
話

〇
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め

の
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル

０
１
２
０
（
７
７
１
）
２
０
８

◆
受
付

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１

月
３
日
を
除
く
。

◆
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
相
談
は
無
料
で
す
。

●
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
が
、
厚
生
労
働
省
生

活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り

実
施
す
る
も
の
で
す
。

◎
問
＝
公
益
財
団
法
人
人

権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
☎
０
３
（
５
７
７
７
）

１
８
０
２

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
に
基

づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を

営
む
中
小
企
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主

の
方
々
が
、
労
働
者
の
働

い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済

手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と
き
に
建
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全

体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

◆
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◆
掛
金

　
日
額
３
１
０
円

◆
特
長

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、

確
実
、
申
し
込
み
手
続
き

は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
の
加
点

評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、

個
人
で
は
必
要
経
費
と
し

て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

職
金
は
企
業
間
を
通
算
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

◎
問
＝
建
退
共
鹿
児
島
支

部
☎
０
９
９
（
２
５
７
）

９
２
１
６

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専

門
校
入
校
生
募
集
に
つ

い
て

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
令
和
３
年
度
の
入

校
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
科
名

　
電
気
設
備
科　
定
員
20
人

　
（
訓
練
期
間
２
年
）

◆
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒

業
見
込
み
者
を
含
む
）、
ま

た
は
、
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
。

◆
受
付
期
間
（
Ａ
日
程
）

　
９
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
10
月
26
日
（
月
）
ま
で

◆
試
験
日

　
11
月
２
日
（
月
）

◆
試
験
科
目

　

筆
記
試
験
（
総
合
問
題
）

お
よ
び
面
接

◆
試
験
会
場

　
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

◆
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

10
月
18
日
（
日
）
に
行

い
ま
す
。

◎
問
＝
県
立
鹿
屋
高
等
技

術
専
門
校
☎
０
９
９
４

（
４
４
）
８
６
７
４

　
技
能
検
定
と
は
、
働
く
う

え
で
身
に
つ
け
る
ま
た
は
必

要
と
さ
れ
る
技
能
の
習
得
レ

ベ
ル
を
評
価
す
る
国
家
検
定

制
度
で
す
。
試
験
に
合
格
す

る
と
合
格
証
書
が
交
付
さ

れ
、｢

技
能
士｣

を
称
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
実
施
職
種

　

建
築
大
工
、
機
械
検
査

な
ど
48
職
種(

予
定)

◆
試
験
日

　
職
種
ご
と
に
指
定
す
る
日

◆
実
施
等
級

　
特
級
、
１
級
、
２
級
、
３
級

◆
申
込
期
間

　
10
月
５
日
（
月
）
か
ら

　
10
月
16
日
（
金
）
ま
で

◎
問
＝
県
職
業
能
力
開
発

協
会
☎
０
９
９
（
２
２
６
）

３
２
４
０
・
県
庁
雇
用
労

政
課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

３
０
１
９

「
後
期
」
技
能
検
定
の

実
施
に
つ
い
て



　

７
月
22
日
（
水
）
に
町
主
催
の
水
泳
記
録
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
規
模
が
縮
小
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
保

護
者
の
方
の
参
観
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

１
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
体
育
の
授
業
や
放
課

後
の
練
習
を
重
ね
て
き
た
本
校
の
５
・
６
年
生

児
童
４
人
は
、
そ
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
３
日
（
月
）
の
出
校
日
に
は
、

６
日
（
木
）
の
「
広
島
原
爆
の
日
」
を
前
に
、

「
ま
ち
ん
と
」（
文
・
松
谷
み
よ
子
）
と
い
う
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
戦
後

75
年
を
迎
え
ま
し
た
。
平
和
の
あ
り
が
た
さ
や

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
を

捉
え
な
が
ら
伝
え
て
い
き
ま
す
。

大川大川小学校小学校

　

７
月
17
日
（
金
）、
夏
休
み
を
前
に
着
衣
水

泳
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
洋
服
を
着
た

ま
ま
水
に
入
る
と
、
体
を
動
か
す
力
は
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

次
に
万
が
一
に
備
え
、
ど
う
し
た
ら
溺
れ

ず
に
体
を
長
く
水
に
浮
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
水
難
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
自
分
た
ち
だ
け
で
海
や

川
に
行
っ
た
り
、
無
理
な
こ
と
を
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
も
学
び
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
（
金
）、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
の
小

川
光
広
さ
ん
（
茎
永
）
か
ら
、
１
０
９
個
の
ウ
ミ
ガ

メ
の
卵
が
届
き
ま
し
た
。

　

朝
の
活
動
の
時
間
に
、
校
庭
に
あ
る
孵
化
場
に
全

校
児
童
が
集
ま
り
、
卵
の
移
植
を
始
め
ま
し
た
。
は

じ
め
に
、
６
年
生
が
お
手
本
と
な
り
孵
化
場
に
卵
を

入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
な
ら
い
、
背
が
届
か
な
い
１

年
生
は
、
校
長
先
生
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
一
生

懸
命
に
手
を
伸
ば
し
、深
い
穴
に
卵
を
入
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
今
ま
で
の
記
録
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
は

約
50
日
（
積
算
温
度
１
５
０
０
℃
）
で
孵
化
を
し
ま

す
。
昨
年
は
、
卵
を
入
れ
て
か
ら
53
日
後
の
満
月

の
夜
に
孵
化
し
ま
し
た
。
今
年
も
元
気
な
ウ
ミ
ガ

メ
の
赤
ち
ゃ
ん
に
会
う
の
が
楽
し
み
で
す
。

茎南茎南小学校小学校
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵

着
衣
水
泳
の
実
施

町
水
泳
記
録
会
＆
出
校
日

長谷長谷小学校小学校
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７
月
16
日
（
木
）、
全
校
児
童
で
着
衣
水
泳
の
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
夏
休
み
前
、
自
分
の
命
を
守

る
た
め
の
大
切
な
学
習
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

着
衣
の
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
り
、「
体
が
重
い
。」「
泳

げ
な
い
。」
と
、
体
が
動
き
に
く
い
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。「
体
を
浮
か
せ
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
な
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
使
う
。」
と
答
え
る
子
ど
も
た
ち
。
実
際
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
浮
く
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
け
て
、
プ
ー

ル
に
入
り
ま
し
た
。「
お
お
～
！
」
と
驚
き
の
声
。

体
の
力
を
抜
く
こ
と
で
簡
単
に
体
を
浮
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
重
要
性
を

体
感
し
ま
し
た
。
自
分
の
命
を
し
っ
か
り
と
守
る

学
習
が
で
き
ま
し
た
。

西野西野小学校小学校

「
命
を
守
る
」 

大
切
な
学
習

　

中
平
小
学
校
で
は
、
今
年
度
全
校
児
童
１
６
０

人
が
「
む
し
歯
０
（
う
歯
治
療
率
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
）」
を
目
指
し
て
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
給
食
後
の
歯
み
が
き
を
念
入
り
に

行
い
、
う
歯
の
予
防
を
心
が
け
ま
す
。
そ
し
て
、

毎
月
８
日
の「
歯
の
日
」や
学
級
活
動
を
通
し
て
、

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
５
年
生
が
「
第
77
回
全
国

小
学
生
歯
み
が
き
大
会
」
に
参
加
し
、
ク
イ
ズ

や
実
習
を
通
し
て
、
自
分
の
歯
ぐ
き
の
状
態
や

歯
の
み
が
き
方
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

む
し
歯
０
を
め
ざ
し
て

中平中平小学校小学校

　

７
月
６
日
（
月
）、
２
年
生
４
人
が
５
月
に
植
え
た

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
の
収
穫
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
水
や
り
や
草
取
り
、
成
長
の
観

察
記
録
を
続
け
な
が
ら
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

き
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
（
火
）、
収
穫
し
た
野
菜
に
加
え
、
と
う

も
ろ
こ
し
や
オ
ク
ラ
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
を
家
か
ら

持
っ
て
き
て
、
ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
み
ん

な
で
、
餃
子
の
皮
に
チ
ー
ズ
と
色
と
り
ど
り
の
野
菜

を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
焼
い
た

ら
お
い
し
い
ミ
ニ
ピ
ザ
の
完
成
！
校
長
先
生
や
他
の

先
生
方
に
も
試
食
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち

で
育
て
た
野
菜
で
収
穫
パ
ー
テ
ィ
ー
。
苦
手
な
ピ
ー

マ
ン
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み

ん
な
大
満
足
で
大
成
功
で
し
た
。

育
て
た
野
菜
の
収
穫

　
～
餃
子
の
皮
で
ミ
ニ
ピ
ザ
ク
ッ
キ
ン
グ
～

島間島間小学校小学校
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宇
宙
科
学
技
術
館
い
よ
い
よ
再
開
！

宇
宙
科
学
技
術
館
い
よ
い
よ
再
開
！

　
毎
宇
宙
科
学
技
術
館
は
、
新
型
コ

　
毎
宇
宙
科
学
技
術
館
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
２
月

め
２
月
2828
日
（
金
）
か
ら
臨
時
休
館

日
（
金
）
か
ら
臨
時
休
館

し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
防
止
対
策

し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
防
止
対
策

を
施
し
、
８
月
１
日
（
土
）
か
ら
見

を
施
し
、
８
月
１
日
（
土
）
か
ら
見

学
を
再
開
し
ま
し
た
。

学
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
館
内
の
密
集
を
避
け
る
た
め
、
事

　
館
内
の
密
集
を
避
け
る
た
め
、
事

前
予
約
に
よ
る
１
時
間
ご
と
の
入
れ

前
予
約
に
よ
る
１
時
間
ご
と
の
入
れ

替
え
制
と
し
、
１
時
間
あ
た
り
の
定

替
え
制
と
し
、
１
時
間
あ
た
り
の
定

員
は
員
は
5050
名
と
な
り
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ

名
と
な
り
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
ご
利
用
の
み
の
場
合

ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
ご
利
用
の
み
の
場
合

で
も
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

で
も
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に
し
て

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に
し
て

い
た
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お

い
た
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
見
学
時
間

◆
見
学
時
間

　
①　
９
時

　
①　
９
時  

3030
分分  

～～  

1010
時時  

3030
分分

　
②　

　
②　
1010
時時  

3030
分分  

～～  

1111
時時  

3030
分分

　
③　

　
③　
1111
時時  

3030
分分  

～～  

1212
時時  

3030
分分

　
④　

　
④　
1212
時時  

3030
分分  

～～  

1313
時時  

3030
分分

　
⑤　

　
⑤　
1313
時時  

3030
分分  

～～  

1414
時時  

3030
分分

　
⑥　

　
⑥　
1414
時時  

3030
分分  

～～  

1515
時時  

3030
分分

　
⑦　

　
⑦　
1515
時時  

3030
分分  

～～  

1616
時時  

3030
分分

◆
入
館
時
に
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ

◆
入
館
時
に
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ

る
体
温
確
認
を
行
い
ま
す
。
発
熱
の

る
体
温
確
認
を
行
い
ま
す
。
発
熱
の

あ
る
方
な
ど
、
入
館
を
お
断
り
す
る

あ
る
方
な
ど
、
入
館
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
館
内
の
消
毒
な
ど
感
染
防
止
に
努

◆
館
内
の
消
毒
な
ど
感
染
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
ご
来
館
の
際
は
手

め
て
い
ま
す
が
、
ご
来
館
の
際
は
手

指
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ら
び
に

指
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ら
び
に

適
切
な
間
隔
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ

適
切
な
間
隔
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

◆
見
学
の
ご
予
約
は
、
宇
宙
科
学
技

◆
見
学
の
ご
予
約
は
、
宇
宙
科
学
技

術
館
（
電
話
２
６

術
館
（
電
話
２
６--

９
２
４
４
）
へ
お

９
２
４
４
）
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

電
話
く
だ
さ
い
。

ＨＨ--

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
4242
号
機
号
機打

上
げ
成
功
！

打
上
げ
成
功
！

　
７
月

　
７
月
2020
日
午
前
６
時

日
午
前
６
時
5858
分分
1414
秒
に
、

秒
に
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦((

Ｕ
Ａ
Ｅ

Ｕ
Ａ
Ｅ))

のの

火
星
探
査
機
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
を
搭
載

火
星
探
査
機
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
を
搭
載

し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
4242
号
機
が

号
機
が

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画

ど
お
り
飛
行
し
、
打
上
げ
後
約

ど
お
り
飛
行
し
、
打
上
げ
後
約
5656
分分

5757
秒
に
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
を
正
常
に
分

秒
に
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
を
正
常
に
分

離
し
た
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

離
し
た
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
は
、
中
東
初
と
な
る

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
は
、
中
東
初
と
な
る

無
人
探
査
機
の
火
星
到
着
を
目
指
す

無
人
探
査
機
の
火
星
到
着
を
目
指
す

「
エ
ミ
レ
ー
ツ
・
マ
ー
ズ
・
ミ
ッ
シ
ョ

「
エ
ミ
レ
ー
ツ
・
マ
ー
ズ
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
Ｅ
Ｍ
Ｍ
：

ン
（
Ｅ
Ｍ
Ｍ
：Em

irates M
ars 

Em
irates M

ars 
M

ission
M

ission

）」
の
探
査
機
で
す
。
Ｕ
Ａ

）」
の
探
査
機
で
す
。
Ｕ
Ａ

Ｅ
建
国

Ｅ
建
国
5050
周
年
と
な
る
来
年
２
月
に

周
年
と
な
る
来
年
２
月
に

火
星
に
到
達
、
そ
の
後
、
搭
載
さ
れ

火
星
に
到
達
、
そ
の
後
、
搭
載
さ
れ

た
３
つ
の
セ
ン
サ
を
用
い
て
火
星
の

た
３
つ
の
セ
ン
サ
を
用
い
て
火
星
の

上
層
の
大
気
の
変
化
や
気
候
の
状
況

上
層
の
大
気
の
変
化
や
気
候
の
状
況

を
調
査
す
る
予
定
で
す
。

を
調
査
す
る
予
定
で
す
。

「
は
や
ぶ
さ
２
」
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン

「
は
や
ぶ
さ
２
」
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
サ
ン
プ
ル

　
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
サ
ン
プ
ル

を
搭
載
し
た
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
カ

を
搭
載
し
た
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
カ

プ
セ
ル
が
、

プ
セ
ル
が
、
1212
月
６
日
（
日
）
に
オ
ー

月
６
日
（
日
）
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ー
メ
ラ
に
帰
還
予

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ー
メ
ラ
に
帰
還
予

定
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

定
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

は
や
ぶ
さ
２
は
カ
プ
セ
ル
セ
ル
を
地

は
や
ぶ
さ
２
は
カ
プ
セ
ル
セ
ル
を
地

球
に
帰
還
さ
せ
た
後
、
別
の
天
体
を

球
に
帰
還
さ
せ
た
後
、
別
の
天
体
を

目
指
し
て
再
出
発
す
る
予
定
で
す
。

目
指
し
て
再
出
発
す
る
予
定
で
す
。

朝
日
を
浴
び
な
が
ら
上
昇
す
る

H
－
Ⅱ

A
ロ
ケ
ッ
ト
４
２
号
機

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

はやぶさ２カムバックロゴ

サーモグラフィによる
体温確認の様子

朝日を浴びながら上昇する
H －Ⅱ A ロケット４２号機
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医
療
保
障
制
度
に
つ
い
て

医
療
保
障
制
度
に
つ
い
て

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

医
事
課　
中
村 
靖
江

　
日
本
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
保
障
制
度

が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
、
病
院
等
で
適

切
な
診
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
あ
る
制
度

で
す
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

①
健
康
保
険

　
75
歳
未
満
の
方
が
対
象
で
社
会
保
険
・
国

民
健
康
保
険
・
共
済
組
合
保
険
等

②
後
期
高
齢
者
保
険

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
と
65
歳
以
上
の
障
害

者
の
方
が
対
象

③
公
費
負
担
医
療
保
険

　
社
会
的
弱
者
や
特
定
の
疾
病
な
ど
に
な
っ

た
人
で
、
福
祉
的
給
付
、
障
害
者
等
の
更
正
、

難
病
の
治
療
等
が
対
象
。

※
詳
細
は
保
健
所
、
役
場
担
当
課
窓
口
、
福

祉
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
労
働
者
災
害
補
償
制
度

　
仕
事
中
や
通
勤
時
に
怪
我
ま
た
は
病
気
に

見
舞
わ
れ
た
人
が
対
象
。

※
こ
の
場
合
、
健
康
保
険
は
使
用
で
き
ず
、

事
業
主
が「
療
養
の
給
付
請
求
書
５
号
様
式
」

を
病
院
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

～ 

お
願
い 

～

　
病
院
へ
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
と
診

察
券
の
提
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
保
険
へ
加
入
し
た
場
合
や

住
所
等
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
必
ず
病
院

受
付
に
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

９
月
９
月
2121
日
は
『
世
界
ア

日
は
『
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
』

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
』

　

鹿
児
島
県
で
は
、
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
を
含
む

９
月
20
～
26
日
を
、
認
知
症

の
理
解
を
深
め
、
認
知
症
の

方
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を

図
る
た
め
に
『
認
知
症
を
理

解
し
一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
』

と
し
て
い
ま
す
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
◆

　

町
で
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
す
る
機
会
と

し
て
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
、
超
高
齢

化
社
会
で
２
０
２
５
年
に

は
、
認
知
症
高
齢
者
人
口
が

７
０
０
万
人
に
達
し
、
５
人

に
１
人
は
認
知
症
と
い
う
時

代
で
す
。
認
知
症
は
も
は
や

他
人
事
で
は
な
く
、「
誰
で
も

な
り
得
る
病
気
」
で
す
。
し

か
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

周
り
の
理
解
や
支
援
で
今
ま

で
通
り
、
住
み
慣
れ
た
町
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
事

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
周
り
の
方
々
が
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

事
が
必
要
で
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

「
な
に
か
」
特
別
な
こ
と
を
す

る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知

症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
温

か
い
目
で
見
守
る
「
応
援
者
」

で
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
受
講
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

個
人
、
各
種
団
体
等
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５
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た
ね
が
し
ま
古
代
塾
開
催
！

　
７
月
30
日
（
木
）
18
時
30
分
か
ら
町

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
体
験
室
に
て
、

第
１
回
目
の
「
た
ね
が
し
ま
古
代
塾
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
、
前
鹿
児

島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
次
長
で
茎

南
小
学
校
校
長
の
大
久
保
浩
二
先
生
を

お
招
き
し
、「
古
の
美
術
品
～
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
逸
品
～
」
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
物
の
土
器
や
石
器
を
手
に
取
り
な

が
ら
、
南
九
州
・
種
子
島
の
遺
跡
の
魅

力
に
迫
っ
た
こ
の
講
座
。
参
加
し
た
茎

南
小
学
校
の
児
童
は
、「
先
生
の
講
座

を
聞
い
て
、
将
来
の
夢
は
考
古
学
者
に

な
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。」
と
興
奮

気
味
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

貝
ア
ク
セ
サ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
！

　
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
10

月
24
日
（
土
）
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
５

周
年
特
別
企
画
展
「
広
田
人
と
貝
装
飾

～
広
田
遺
跡
出
土
品
里
帰
り
展
～
」
に

向
け
て
、
島
の
人
々
が
作
っ
た
貝
ア
ク

セ
サ
リ
ー
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
は
、
朝
倉
圭
代
さ
ん
（
上
中
）

に
よ
る
、
長
浜
海
岸
で
拾
っ
た
貝
を
用

い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
追

加
展
示
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
見
学
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
募
集

　
７
月
の
大
雨
災
害
に
よ
り
、
各
地

で
人
的
被
害
を
始
め
、
堤
防
の
決
壊

に
よ
る
住
宅
へ
の
浸
水
被
害
、
土
砂

崩
れ
に
よ
る
家
屋
の
崩
壊
な
ど
の
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
、
複
数
県
の
市

町
村
に
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
中
央
共
同
募
金
会
で
は
、
被

災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
義
援
金
の
募
集
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　
次
の
場
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
募
金
箱
設
置
場
所

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　
社
協
事
務
所

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
事
業
を

ご
存
じ
で
す
か

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
で
、
自
ら
の

判
断
能
力
に
不
安
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き

や
日
常
の
金
銭
管
理
等
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
印
鑑
や
証
書
な
ど
を
安
全

な
場
所
に
お
預
か
り
も
で
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
ご
本
人
ま
た

は
ご
家
族
、
民
生
委
員
な
ど
を
通
じ

て
社
協
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

タ
オ
ル
の
寄
贈
を
し
て
た
だ
き
ま

し
た

　
町
婦
人
会
よ
り
タ
オ
ル
一
枚
運
動

と
し
て
タ
オ
ル
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
タ
オ
ル
は
、
社
協
の
実
施
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
な
ど
に
幅
広
く
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
婦
人
会
の

皆
さ
ま
の
善
意
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３
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障
害
年
金
に
つ
い
て

障
害
年
金
に
つ
い
て

　

障
害
年
金
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
傷

病
に
よ
っ
て
、
一
定
程
度
の
障
害

状
態
に
な
っ
た
方
に
対
し
て
、
65

歳
に
な
る
前
か
ら
支
給
さ
れ
る
保

険
的
な
年
金
で
す
。

　

申
請
は
、
お
お
む
ね
次
の
手
順

で
す
。

①
年
金
相
談
に
参
加
。

②
加
入
及
び
納
付
状
況
の
確
認
。

③
傷
病
の
状
態
や
初
診
日
な
ど
、

障
害
等
級
の
認
定
基
準
に
必
要
な

事
項
の
聞
き
取
り
。

④
医
師
の
診
断
書
や
受
診
状
況
等

証
明
書
な
ど
、
必
要
書
類
を
添
え

て
申
請
書
の
提
出
。

⑤
審
査
機
関
で
等
級
の
認
定
と
、

受
給
の
可
否
判
断
。

⑥
本
人
へ
通
知
。

　

対
象
と
な
る
障
害
は
、
肢
体
や

精
神
の
障
害
・
リ
ウ
マ
チ
や
高
血

圧
症
な
ど
に
よ
る
疾
患
・
心
臓
や

腎
臓
な
ど
の
疾
患
な
ど
さ
ま
ざ
ま

あ
り
、
申
請
書
類
も
、
個
々
の
障

害
内
容
で
様
式
が
異
な
り
ま
す
。

　

確
認
事
項
や
各
種
書
類
の
記
入

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
複
雑
で
す
が
、

年
金
相
談
で
は
、
年
金
事
務
所
の

専
門
職
員
が
詳
し
く
説
明
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
申
請
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
ま
ず
、
年
金
相
談
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

※
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着

や
、
人
工
透
析
療
法
を
行
っ
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
例
外
と
し
て
、

症
状
固
定
を
待
た
ず
に
、
装
着
手

術
後
や
治
療
開
始
時
点
で
申
請
が

可
能
で
す
。

※
障
害
年
金
の
認
定
区
分
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
障
害
等
級

と
は
異
な
り
ま
す
。

※
傷
病
の
初
診
日
時
点
で
、
保
険

料
の
未
納
が
多
い
と
、
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☎
㉖
６
６
９
０

★
図
書
館
で
マ
ン
ガ
が
借
り
ら

★
図
書
館
で
マ
ン
ガ
が
借
り
ら

れ
ま
す
！

れ
ま
す
！

　

町
立
図
書
館
で
、「
マ
ン
ガ
」
が
借
り

ら
れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

宇
宙
飛
行
士
を
め
ざ
す
兄
弟
の
物
語

で
あ
る
『
宇
宙
兄
弟
』
を
は
じ
め
、
種
子

島
が
舞
台
の
『
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス・ノ
ー
ツ
』

や
、
種
子
島
出
身
の
漫
画
家
の
作
品
『
８

月
の
ゴ
ー
ス
ト
』
な
ど
、
地
域
に
関
連

し
た
マ
ン
ガ
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
身
体
の
中
の
細
胞
を
擬
人

化
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
活
躍
す
る
『
は

た
ら
く
細
胞
』
や
、
新
米
図
書
館
司
書

が
主
人
公
の『
夜
明
け
の
図
書
館
』な
ど
、

自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を
楽
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
や
、
気
楽
に
読
め
る

コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
図
書
館
へ
「
マ
ン
ガ
」
を
借

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の

た
め
、
来
館
さ
れ
る
際
の
マ
ス
ク
着
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
新
刊
紹
介

★
新
刊
紹
介

●
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
＆
ｉ
Ｄ

ｅ
ｃ
ｏ　
　
　
　
　
　

  　
（
前
田
信
弘
）

●
幸
せ
な
老
後
は
64
歳
ま
で
に
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
橋
本
テ
ツ
ヤ
）

●
旅
す
る
建
築
家　
隈
研
吾
の
魅
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
田
實
碧
）

●
新
版
「
野
球
医
学
」
の
教
科
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
馬
見
塚
尚
孝
）

●
世
界
の
中
で
、
い
ち
ば
ん
柔
道
を
知
ら

な
い
日
本
人
へ　
　
　

  （
松
山
三
四
六
）

●
中
学
・
高
校
生
の
た
め
の
柔
道
の
や

さ
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
曽
我
部
晋
哉
）

●
流
浪
の
月　
　
　
　
　

  （
凪
良
ゆ
う
）

●
奈
落　
　
　
　
　
　
　

  （
古
市
憲
寿
）

●
う
つ
く
し
が
丘
の
不
幸
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
町
田
そ
の
こ
）

●
定
価
の
な
い
本　
　

     （
門
井
慶
喜
）

●
夏
の
騎
士　
　
　
　

     （
百
田
尚
樹
）

●
世
界
の
終
わ
り
の
天
文
台

  （
リ
リ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
＝
ダ
ル
ト
ン
）

他
、
26
冊
♪
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南
種
子
町
に
は
多
く
の
伝
統
文

化
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
西
之
で
は
、
旧
西
野
中
学
校

時
代
に
生
徒
が
棒
踊
り
を
は
じ

め
、
現
在
で
は
、
西
野
小
学
校

の
児
童
が
棒
踊
り
を
伝
承
し
て

い
る
。
運
動
会
で
も
披
露
す
る

が
、
秋
の
願
成
就
に
は
、
西
之

御
崎
神
社
で
の
奉
納
を
行
う
。

　

棒
踊
り
は
、
六
尺
棒
と
鎌
を

つ
か
っ
た
も
の
で
、
こ
ま
か
な

所
作
も
見
栄
え
よ
く
、
棒
を
打

つ
と
き
は
、
ひ
ざ
も
し
っ
か
り

と
つ
け
る
よ
う
習
っ
て
い
る
。

全
校
児
童
で
行
う
の
で
、
練
習

の
時
は
、
高
学
年
が
し
っ
か
り

と
踊
り
を
覚
え
て
，
低
学
年
に

や
さ
し
く
教
え
る
風
景
が
み
ら

れ
る
。

　

こ
の
棒
踊
り
で
は
、
唄
を
地

域
の
人
々
が
唄
い
あ
げ
、
子
ど

も
た
ち
の
勇
ま
し
い
掛
け
声
と

棒
の
合
わ
さ
る
音
が
響
き
わ
た

り
、
西
之
の
願
成
就
祭
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
。

西
野
小
学
校
の
棒
踊
り

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

高
たかうち

内　チャンドラくん
平成 28 年 12 月 8 日生まれ
イ ワヤン アルナタさん・麻由美さんの男の子（茎永）

　海が大好きで釣りが得意なチャンドラくん。
　月の光の意味を持つ名前の通り、パパ＆ママ
だけでなく離れた家族まで優しく照らしてくれ
る存在です。
　あなたらしく益々輝きを放ってくださいね。

ご家族からひとこと

北
き た の

野　郁
い く

空くん
平成 28 年 5 月 19 日生まれ
順子さんの男の子（西海）

　楽しいことや面白いことが大好きで、いっぱ
いお話しをしてくれます。
　まだまだ甘えん坊だけど、強く、優しく、面
白く、元気いっぱいに大きくなってね。

御
崎
神
社
で
の
棒
踊
り
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

水
野　
節
一
（
母
・
ヨ
シ
）

上
園　
敏
信
（
母
・
シ
ズ
子
）

山
田　
明
子
（
夫
・
一
吉
）

河
北　
和
子
（
夫
・
泰
治
）

濱
上　
惠
美
子
（
夫
・
義
男
）

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

園そ
の
だ田　
悠ゆ
う　
　
　
（
和
孝
・
澪
奈
）　　
茎
永

坂さ
か
ぐ
ち口　
稜り
ょ
う
か夏　
　
（
仁
志
・
奈
名
実
）　
上
中

森も
り
か
わ川　
心こ
は
る晴　
　
（
久
士
・
友
香
）　　
上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　7月31日現在
総人口（ 人 ） 5,582（± 0）

男（ 人 ） 2,780（－ 4）
女（ 人 ） 2,802（＋ 4）

世帯数（ 戸 ） 2,940（± 0）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

7 月 0 件 24 件
累 計 1 件 144 件

※累計は令和 2 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

3 木 母子手帳交付 13：30～　研修センター 20 日 家庭の日
各小学校運動会（中平小除く）

13 日 南種子中学校体育祭 24 木 乳幼児健診   9：00～　福祉センター生きがい活動室
12：50～　役場研修センター

19 土 青少年育成の日 27 日 中平小学校運動会

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　8月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 1（± 0） 0（± 0） 1（± 0）
中種子町 1（－ 3） 0（± 0） 1（－ 3）
西之表市 3（－ 8） 0（± 0） 3（－ 12）

計 5（－ 11） 0（± 0） 5（－ 15）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
7
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
7
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話

6 公立種子島病院 南種子町 26-1230

13 種子島医療センター 西之表市 22-0960

20 田上診療所 中種子町 27-0325

21 種子島医療センター 西之表市 22-0960

22 種子島医療センター 西之表市 22-0960

27 百合砂診療所 西之表市 28-3901

9 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　
  （

年
齢
）　 　
（
地
区
）

水
野　
ヨ
シ　
　
　
100　
　
　
上
中

岩
坪　
ヱ
ミ
子　
　
88　
　
　
茎
永

才
川　
忠
則　
　
　
83　
　
　
上
中

河
北　
泰
治　
　
　
79　
　
　
上
中

上
園　
シ
ズ
子　
　
88　
　
　
茎
永

山
田　
一
吉　
　
　
71　
　
　
長
谷

今
村　
綾
子　
　
　
94　
　
　
上
中

濱
上　
義
男　
　
　
90　
　
　
島
間

砂
森　
末
夫　
　
　
84　
　
　
茎
永

■公立種子島病院の各科診療日
診療科目 診療日

小児科 火曜と木曜の午後

眼科 7、8、14、15 日

耳鼻咽喉科 木曜

整形外科 火曜

消化器外科 火・水・木曜の午前

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店

6 （有）和人組　南種子給油センター

13 種子島石油（株）　南種子給油所

20 （有）船川石油店　上中給油所

27 （有）永松産業　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

ご
結
婚

小
脇　
康
博　
　
　
西
之

川
東　
望
美　
　
　
鹿
児
島
市

河
野　
正
彰　
　
　
上
中

野
元　
理
加　
　
　
鹿
児
島
市

（
氏
名
）　　

    　

   　

  （
地
区
）

９
月
30
日
（
水
）
は

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！
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集
／

企
画

課
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画
開

発
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
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代
）　
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n.m
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式
ウ
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／
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w

w
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n.m
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非
接
触
式
体
温
計
の
寄
贈

　

本
町
の
建
設
業
同
志
会
（
会
員
20

社
）
か
ら
、
町
内
の
小
中
学
校
で
活

用
し
て
も
ら
お
う
と
非
接
触
式
体
温

計
13
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
（
木
）
に
町
長
室
に
お

い
て
贈
呈
式
が
あ
り
、
神
崎
壽
丸
会

長
か
ら
小
園
裕
康
町
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
体
温
計
は
各

学
校
に
配
布
さ
れ
、
新
学
期
か
ら
町

内
各
学
校
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

同
志
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
貴
重
な

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

南
種
子
町
文
化
協
会
よ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
文
化
活
動
の
発
表

の
場
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
文
化
協
会
で
は
、
鹿

児
島
県
の
文
化
芸
術
創
造
活
動
支
援

事
業
（
映
像
配
信
支
援
）
に
応
募
し

て
、
屋
外
で
の
文
化
活
動
の
様
子
を

撮
影
・
編
集
し
、
ネ
ッ
ト
で
の
映
像

配
信
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
８
月
１

日
（
土
）
に
は
、
ス
タ
ジ
オ
Ｊ
Ａ
Ｍ

さ
ん
と
ホ
ナ
カ
・
ア
フ
リ
カ
さ
ん
の

取
り
組
み
を
撮
影
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（有）和人組 （株）中村建設興業
（有）石堂建設 種子島建設（株）
（有）岩坪土木 （有）寺田工務店
（有）南進建設工業 （有）中畠組
（有）テラダ電設 姫内建設（株）
（株）大脇設備 （有）崎田建設
（有）前田建築 （有）弘建設興業
（株）山中建築 （株）有馬興業
（有）上浦工務店 中村水道土木（有）
古市建設（株） （有）有留塗装

南種子町建設業同志会

スタジオＪＡＭスタジオＪＡＭ

ホナカ・アフリカホナカ・アフリカ
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